
「森・川・海の名人」100 名の生きかたを記録した高校生たち。 

そして、OB・OG が語る「私たちの未来」とは・・・ 

第 17 回 聞き書き甲子園フォーラム 開催 
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「聞き書き甲子園」実行委員会（農林水産省、文部科学省、環境省等で構成）は、同甲子園の成果を発表

する「第 17 回聞き書き甲子園フォーラム」を 3 月 16 日（土）に都内で開催します。「聞き書き甲子園」

は、全国 100 名の高校生が「森・川・海の名人」を訪ね、自然と共に生きる知恵や技術、価値観を一対一

で聞き書きし、記録するプロジェクト。高校生と OB・OG が「聞き書き」の経験と未来を語ります。 

 

フォーラムでは、３組の代表名人と高校生がトークイベントを行います。聞き手は、阿川佐和子氏（作

家）と塩野米松氏（作家）。たった一人で名人に取材し、農山漁村の現場をともに歩き、聞き書き作品を

完成させた高校生たちが、その経験を語ります。 

 

あわせて、3 名の「聞き書き甲子園」OB・OG によるトークセッションも実施。OB・OG の中には、

名人の生き方に影響を受けて、一次産業に就く人、農村漁村や地方へ移住する人などがいます。フォーラ

ムでは、「聞き書き甲子園 それぞれの未来」というテーマで、20 代の OB・OG が、「聞き書き」で何を

感じ、考え、現在どのような道を歩んでいるのかを聞いていきます。 

 

「聞き書き」は、単に名人の半生を「記録」する活動ではありません。名人が語る農山漁村の暮らしや生

業を、他人ごとではなく自分ごととして受け止め成長した高校生、そして OB・OG の姿をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※例年、林業家・漁師・伝統工芸師といった、森・川・海の名人代表にも登壇いただいています） 

【概要】 

◆日 時：２０１９年３月１６日（土） 開場 13:00 開会 13:20 閉会 16:15 

◆会 場：木材会館７階・檜ホール（「新木場」駅から徒歩約３分／駅前ロータリー正面） 

◆定 員：１５０名（無料）事前予約制（席に余裕がある場合、当日受付可） 

◆主なプログラム： 

・「森・川・海の名人」と高校生のトークイベント 

・トークセッション「聞き書き甲子園 それぞれの未来」 

◆お問い合わせ・お申し込み：聞き書き甲子園実行委員会事務局（NPO 法人共存の森ネットワーク内） 

TEL: 03-6432-6580  FAX: 03-6432-6590  E-mail: info@foxfire-japan.com 

※当日、取材を希望する場合には、事前にご一報ください。 

mailto:info@foxfire-japan.com


◆第 17 回聞き書き甲子園 参加高校生の感想 

林業に従事する人々の手によって森林が毎日守られ、それにより自然災害も防止されている。こんな大

切なことを僕は深く考えてこなかったことに恥ずかしさを感じました。祖父の代に植えて大きくなった

木を伐って使う。自分の代で完結しない年月の重さを痛感しました。（群馬県・高校１年生） 

 

名人の「失敗は宝物だね」という言葉が印象に残りました。名人は失敗をしても改善点を考え、その次に

生かすことにより、現在の椎茸栽培の工夫が成り立っているんだと感じました。失敗は悪いことではな

く、どう乗り越えて、次に活かせるかが大切であると学びました。（栃木県・高校３年生） 

 

私は、学校で友達に「聞き書きって何？」と聞かれると必ず「名人の人生を後世に伝える仕事」だと答え

ていました。聞き書き甲子園を通じて「この方の生き方や技を知りたい、伝えたい」と心から思える名人

に出会えたことが、私の幸せです。（青森県・高校２年生） 

 

◆第 17 回聞き書き甲子園フォーラム 登壇者プロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トークセッション登壇 聞き書き甲子園卒業生の紹介】 
 
◇片波見せるさ：2008 年度「第 7 回 聞き書き甲子園」に参加。東京都出身。 28 歳。 
茨城県小美玉市の茅葺き名人、廣山美佐雄さんを「聞き書き」する。大学卒業後、スウ 
ェーデンの大学院で、スウェーデンと日本の草葺き民家や職人について研究。 茅葺きや
名人の素晴らしさはもちろん、「聞き書きの姿勢を持って人と接すると、見える世界が広
がる」ことを伝えたいという。 
 
◇田村太志：2012 年度「第 11 回 聞き書き甲子園」に参加。岩手県出身。23 歳。  
高校時代から林業について学び、岩手県洋野町の炭焼き名人、新田 徳男さんを「聞き書
き」する。高校卒業後は地元で林業に従事。一方で、 聞き書き甲子園１期生が始めた新
潟県村上市の地域づくり活動に参加。 棚田での米づくりや空き家を活用した多世代交
流拠点の運営、地域イベントの手伝いなどを行っている。 
 
◇今井瑠々：2012 年度「第 11 回 聞き書き甲子園」に参加。岐阜県出身。22 歳。  
三重県大紀町の川漁師、村田康郎さんを「聞き書き」する。中央大学法学部に進学後、 
聞き書き甲子園の高校生をサポートする大学生スタッフとして活動。女性の命と健康を
守るＮＧＯ活動等に参加し、八王子ＦＭのパーソナリティや 東京湾大感謝祭などのイ
ベント司会も務める等、多方面で活躍する。 
 

【聞き手の紹介】 
 

◇阿川佐和子氏（作家）：第１回開催時より、講師・協力者として支援いただいてい
ます。ミリオンセラーとなった著書『聞く力』（文春新書）の前書きでも、高校生と名人
のエピソードを紹介いただいています。 

 

◇塩野米松氏（作家）：日本をはじめ中国、イギリスなどを旅しながら職人や市井の人
の「聞き書き」を続けてきた作家。「聞き書き甲子園」の発起人・講師。毎年参加する 100
人の高校生の「聞き書き」を指導。 
 
◇下村健一氏（白鴎大学客員教授／時々ジャーナリスト）：元 TBS 報道アナウン
サー。現在は幅広い年齢層にメディアリテラシーの出張講義を展開中。福島県富岡町の
「おせっぺとみおか」という次世代継承聞き書きプロジェクトの支援も行っている。 


